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第

七

部

会

親
鸞
の

利
益
観
に

つ

い

て

　

ー
教
行

信
証
を

中
心
と

し

て
−

ー
中

山

彰

信

　

親
彎…
の

教
義
の

根
幹
は

三

経
七

祖
の

経
釈
に

あ
る

こ

と

は
言
う
ま

で

も

な

い
。

そ
の

三

経
七

祖
の

流
れ

を

受
け
た

親
鸞
は

利
益
に

つ

い

て

如
何
に

捉
え
ら
れ
て

い

た

で

あ
ろ

う
か

。

利
益
に

つ

い

て

親
鸞
は

『

教
行

信
証
」

の

教
巻
に

「

謹
按
浄
土
真
宗、

有
二

種
廻
向

。

一

者
往
相、

二

者
還

相
。

就
往

相
廻
向、

有
真
実
教
行

信
証

。

」

と

示
さ

れ
、

浄
土

真
宗
の

二

種
の

回

向
は

如
来
の

願
心
か

ら

回

向
さ

れ
た

利
益
で

あ
る

こ

と

を
明
か

さ

れ

る
。

そ

し

て

「

証
巻
」

の

四
法
結

釈
に

「

夫
案
真
宗
教
行
信
証
者、

如

来

大

悲
回

向
之

利
益

。

」

と

示
さ

れ
、

真
宗
の

教
行
信

証
は
如

来
の

願
心
か

ら

回

向
さ

れ

た

利
益
で

あ
る

こ

と

を

結
釈
と

し

て

示
さ

れ
る

。

こ

こ

で

は

二

種
の

回

向
で

あ
る
往

相
回
向
の

現
当
二

益
を

中
心
に

考

察
す
る

。

　

親
鸞
は

三

経
七
祖
に

よ
っ

て

本
願
力
回

向
の

利
益
の

根

本
義
を

明
ら
か

に

し

て

い

る
。

故
に
、

今

回
全
て

を

考
察
す
る

こ

と

は

で

き
な
い

た

め
、

そ

の

中
心
と
な
る

『

大
経
』

の

根
本
義
を

調
べ

て

『

教
行
信
証
』

を

考
察

す

る
。

『

大
経
』

に

は

利
益
に

関
わ
る

文
霄
は

三

ヶ

所
に

出
て

く
る

。

そ

の
一

つ

は

出

世
本
懐
に

「

真
実
の

利
」

と
し

て

仏

願

力
同

向
が

示

さ

れ

る
。

ま

た
、

『

大
経
』

下
巻
に

胎
化

得
失
と

弥
勒
付
属
に

「

大

利
」

の

文

言
が

示
さ

れ、

親

鸞
は

こ

の

文
言
を

「

無
上
の
一

乗
真

実
の

利
益
」

で

あ

る
こ

と

を
龍
樹
・

曇
鸞
に

よ
っ

て

明
か

さ

れ

る
。

こ

の
一

乗
真
実
の

利
益

は

親
鸞
が

「

教
行
信

証
』

に

示
さ

ざ
る

得
な
か
っ

た

仏
願
力
回
向
の

利
益

で

あ
る

。

故
に
、

『

教
行
信
証
』

教
巻
に

は

二

種
の

回

向
を
冒
頭
に

示
さ

れ

る

の

で

あ
る
。

こ

の

回

向
こ

そ

仏
願

力
に

よ
る

衆
生
救
済
の

利
益
と

し

て

強
く

意
識
さ

れ
た

の

で

あ
る

。

そ

の

中
で

親
鸞
は

大
行
出
体
釈
・

六

字

釈
を
う
け

な

が

ら

「

必
得

往
生
」

に

つ

い

て

仏
願
力
の

利
益
を

う

け
る

こ

と
は

「

不
退
の

位
」

に

至
る

こ

と

で、

笥

摂
取
し
て

捨
て

た

ま

わ

ず
」

と

示
さ

れ

て

い

る
。

　
こ

の

名
号
の

働
き

に

よ
っ

て

衆
牛
に

顕
れ
て

く
る

現
生
の

利
益
に

つ

い

て

「

信
巻
」

に

示

さ

れ
る

。

信
心
は
如
来
が

衆
生
救
済
す

る

た

め

に

か

せ

ら
れ

た

回

向
で

あ
る

と

明
か

さ
れ、

信
心
の

利
益
と

し

て

現
生

十
種
の

益

が
説
か

れ
る

。

こ

の

現
生
卜

種
の

益
は

第
卜

八

願
成
就
文
の

「

即
得
往
生

往
不
退
転
」

を

釈
す
る
文
で

仏
願
力
回
向
の

信
心
に

よ
っ

て

現
生
に

十
種

の

益
が

備
わ
る

こ

と

を
明
か

す
。

第
→

冥
衆
護
持
の

益
か

ら

第
九

常
行
大

悲
の

益
ま
で

は

別
益
で

、

第
卜
入
正
定
聚
の

益
は
総
益
と

古
来
よ

り

述
べ

ら
れ
る

。

こ

の

入

正

定
聚
の

益
は

因
徳
が

門
満
し

、

当
来
に

は

必
ず

成
仏

す
べ

き

益
で

あ
る

こ

と

を

意
味
す
る

。

こ

こ

に

信
心

が

縁
と

な
っ

て

因
果

の

道
理
に

そ
っ

た

利
益
で

あ

る

こ

と

が

明
ら

か

に

さ

れ

る

の

で

あ
る

。

こ

の

文
の

後
に、

仏
願

力
に

よ

る

信
心
は

金
剛
の

信
心

で

あ
る

こ

と

を

明
か

し
、

横
超
断
四
流

釈
・

真
仏
弟
子
釈
が

施
さ

れ
る

。

横
超

断
四

流
は
当
来

の

利
益

（
当
益）

で、

真
仏
弟
子
は

現
生
に

お

け
る

信
心
の

利

益
（
現

益
）

で

あ
る。

真
の

仏
弟
子

と

は

金
剛
心
の

行
入、

信
心
の

行
人、

信
心

の

行
者
を

示
す
の

で

あ
る

。

衆
生
の

信
心
と

な

り
称
名
と
な
っ

て

働
く
名

号
に

よ

っ

て

大

涅

槃
が

確
約
さ

れ

る

利
益
が

示
さ

れ

て

い

る
。

そ

の

後

『

大

経
』

の

第
三

十
三

願
・

第
三

十
四

願
が．
示

さ

れ、

真
仏
弟
子
に

は

光
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明
と

名
号
の

働
き
に

よ
っ

て

信
心
が

得
ら
れ

、

ま

た

名
号
に

こ

め

ら

れ
て

い

る

無
常
の

功
徳
を

得
る

な
ど

の

二

十
三

の

引
文
に

よ

っ

て

真
仏
弟
子
の

利
益
が
示
さ

れ
る

。

こ

れ
ら
の

文
は

信
心
を

当
益
と

現
益
と

で

釈
さ

れ、

真
の

仏
弟
子
は

阿
弥
陀
如
来
の

本
願
を

説
く

釈
迦
及
び

諸
仏
方
の

弟
子
で

あ
り、

真
実
の

信
行
に

よ
っ

て

仏
果、

大
涅
槃
を

得
ゐ

こ

と

を
明
か

す。

故
に、

そ

の

文
の

終
わ
り
に

念
仏
の

衆
生
は

「

横
超
の

金
剛
心
を

窮
め

る

故
に
」

弥
勒
と

同
じ
で

あ

り
臨
終
の
一

念
に

大
涅
槃
に

至
る

。

こ

の

こ

と

は

往
生
即
成
仏
の

当
益
を

示
さ

れ
る

。

こ

の

利
益
の

流
れ
を

受
け

て
、

親

鸞
は

「

証
巻
」

に

名

号
の

働
き

を
聞

信
し
た

衆
生
は

領
受
し

た

即
時
に

正

定
聚
に

住
し

、

必
ず
滅

度
に

至

る
こ

と
は
一

乗
真
実
の

利
益
が

満
ち

温
れ

て

い

る

こ

と

を

意
味
し、

現
当
二

益
の

往

相
回

向
の

信
心
は

無
上
の

果
の

利

益
で

あ
る

こ

と

を
明
か

し
て

い

る
．

『

教

行
信

証
』

は
→

実
真
如
の

利

益
を

現
当
二

益
の

往

相
回

向
に

よ
っ

て

明
か

す

論
理
が

あ
り、

そ

の

後
に

還

相
同
向
と

は

「

利

他
教
化
地
の

益
」

と

仏
願
力
回
向
に

よ

っ

て

迷
え
る

衆
生
を
済
度
し
て

い

く
真

如
の

根
源
か

ら
の

働
き

で

あ
る
こ

と

が

明
か

さ

れ
て

い

る

の

で

あ
る

。

真
宗
大
谷
派
の

北
海
道
開
教
に

関
す

る
一

考
察

福

　
島

　
栄
　
寿

　

近
代
大
谷
派
の

北

海
道
「

開
教
」

に

つ

い

て

は
、

そ

の

功
罪
を
め

ぐ
っ

て
、

今
日
で

は、

と

く
に

ア

イ
ヌ

民
族

差
別
を

行
っ

た

と

い

う
罪
の

方
が

強
く
意
識
さ

れ、

あ
ま

り

積
極
的
に

評
価
さ

れ

て

い

る

状
況
に

な
い

印
象

を
受
け
る

。

真
宗
大
谷
派
の

北
海
道
開
教
と
、

そ

の

評
価
が

内
包
す
る

意

識
に

着
目
し、

宗
門
近
代
史
に

お

け

る

北
海

道
開
教
へ

の

視
座
に

つ

い

て
、

そ
の

課
題
を

考
え
て

み

た
い

。

　

北
海

道
の

近

代
化
の

歩
み

の

な
か

で、

大

谷
派
の

「

開
教
」

・

開
拓
は

進
め

ら

れ
た

。

従
来

、

そ

れ

は

近
代
の

幕
開
け
に

際
し

て、

大
谷
派
が

教

団
を

あ
げ
て、

国
家
的
要
請
に

応
え

る

と

共
に

、

新
時
代
に

お

け

る

教
団

の

再
興
を
か

け
た

、

使
命
感
と

意
欲
に

満
ち

た

最
初
の

大
事
業
と

し
て

評

価
さ

れ
て

き
た

。

『

東

本
願

寺
北
海
道
開
教
百
年

史
』

（
一

九
七
四

年）

で

は
、

「

ア

イ

ヌ

を

雇
用
」

し
て

「

本
願

寺
街
道
」

を
開
い

た
こ

と

が
、

「

先

入
の

功
績
」

と
し

て

の

み
記
述
さ

れ

て

い

る
。

し

か

し、

大
谷

派
の

活
動

は
、

政
府
の

ア

イ
ヌ

へ

の

同
化

政
策
に

全
く

同
調
し

て

実
施
さ

れ
た
の

で

あ
る

。

こ

の

こ

と

は、

柏
原

祐
泉
氏
が

、

「

近

代
大
谷

派
の

歴
程
」

（
『

真

宗
』

一

九
八
八

年）

で

指
摘
し

て

い

る

通
り
で

あ
る

。

柏
原
氏
の

指
摘
の

背
景
に

は
、

］

九
七
七

年
の

「

大
師
堂

爆
破

事
件
」

の

犯
行
声
明
中
の
、

近
代
の

大
谷
派
と

ア
イ

ヌ

民
族
と

の

関
係
を

め

ぐ
っ

て

な

さ
れ
た

批
判

が
、

重
要
な
も
の

と
し

て

あ
っ

た

こ

と
は

い

う
ま

で

も
な
い
。

　
ア

イ
ヌ

民
族

差

別
問
題
に

つ

い

て

は、

一

九
八
〇

年

代
後
半
か

ら
の

「

精
神
主

義
」

批
判
を
き

っ

か

け
に、

『

精

神
界
』

中
の

ア

イ
ヌ

民
族
を

描
写
す
る

文
章
へ

の

批
判
と

関
わ

っ

て

検
証
さ
れ
て

い

く
。

例
え

ば、

山

縣
良
温
「

ア
イ
ヌ

の

村
」

（
『

精
神
界
』

第
七
号）

は
、

そ

の

点
で

、

問
題

と

な

っ

た
。

山
縣
は

、

清
沢

満
之

た
ち

と
教
団
改
革
運
動
に

参

画
し

た

人

物
で、

明
治
三

〇
年
に

北
海

道
に

渡
っ

た

長
野
県
出
身
の

僧
侶
で
、

十
勝

国
布
教
担
当
と

し

て

各
地
の

説
教
所
開
設
に

奔
走
し

た
。

明
治
三

四

年
に

は
、

帯
広
地
方
の

本
別
で、

ア

イ
ヌ

民
族
の

子
ど

も

を

対
象
に

私
塾

「

不

如
学
堂
」

を
開

設
し、

仏
教

教
化

や

日

本
語
教

育
を

行
っ

た

り、

時
に
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